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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、リン脂質スクランブラーゼファミリーのメンバーをコードします。リン脂質スクランブラーゼは、カルシウム依存性の非特異的な細胞膜リン脂質の移動とホスファチジルセリンへの露出を媒介する膜タンパク質です。コードされているタンパク質は低親和性のカルシウム結合モチーフを含み、血液凝固およびアポトーシスに関与している可能性があります。この遺伝子には、複数のアイソフォームをコードする選択的スプライシング転写バリアントが観察されています。[RefSeq提供、2011年1月]、補因子：カルシウム、機能：カルシウムイオンとの結合により、リン脂質のATP非依存性の双方向二重膜透過を促進し、細胞膜におけるリン脂質の非対称性の喪失をもたらす可能性があります。フィブリン血栓形成の開始、肥満細胞の活性化、細網内皮系によるアポトーシス細胞および損傷細胞の認識において中心的な役割を果たす可能性がある。,オンライン情報:スクランブラーゼエントリ,類似性:リン脂質スクランブラーゼファミリーに属する。,組織特異性:精巣でのみ発現する。,
	研究分野
	腫瘍免疫学、腫瘍関連抗原、癌、腫瘍バイオマーカー、腫瘍抗原、シグナル伝達、細胞骨格/細胞外マトリックス、細胞骨格、微小フィラメント、アクチンなど、アクチン結合タンパク質
	画像データ
	

	PC12細胞溶解液のウェスタンブロット分析、PLS2ウサギポリクローナル抗体を1:1000に希釈し、4°で一晩

